
第１０期あきる野市
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画

【将来目標・体系図（案）】

※今後、国の基本指針がこれから示されることから、現時点の案
であり、変更になる可能性があります。
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資料５
あきる野市介護保険事業計画策定委員会

（令和８年５月２７日）



市の各計画との関係
 市の将来都市像を定めた「第２次あきる野市総合計画」の部門計画である「あきる野市地域保健福祉計画」をは
じめとして、「あきる野市障がい者福祉計画」や「あきる野市健康増進計画」などの関連計画と連携・整合を図り
ます。
 また、介護保険法に基づく国の基本指針や東京都高齢者保健福祉計画などとの整合性を図ります。
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認知症施策推進計画
を追加



地域包括ケアシステムの姿
（第９期計画（P38）の抜粋）

あきる野市の地域包括ケアシステムの姿

医療 介護

住まい

生活支援・介護予防

いつまでも住み慣れた地域で元気に暮らすために･･･
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将来目標について（案）

笑顔あふれ 自分らしく安心して暮らせる 保健福祉都市をめざして

～地域包括ケアシステムの深化・推進及び地域づくりによる地域共生社会の実現に向けて～

第９期計画（現行）

笑顔あふれ ともに支え合い 自分らしく安心して暮らせるまち

～地域包括ケアシステムの深化・推進及び地域づくりによる地域共生社会の実現に向けて～

第10期計画（案）

【考慮すべき事項】
・新たに「認知症施策推進計画」を策定すること。
・令和７年度に策定されたあきる野市地域保健福祉計画 
・包括的な支援体制の整備（重層的支援体制整備事業の開始）

〇地域保健福祉計画の基本理念にある「みんなが支え合い、～」から引用し、
本計画の基本理念に「ともに支え合い」を追加するとともに、同計画の基本理
念と同様に基本理念の末尾を「まち」としています。 4



計画の体系図（案）
 第９期計画を策定する際に、大きく体系の変更・整理を行っていることから、第１０期計画の策定に当たっては、
現行の体系を生かしつつ、個別の施策を見直し、整理、充実することで対応することとします。

第９期計画（現行）の体系図

包括的な支援体制（重層的支援

整備事業）を受け、全体的に個

別施策の記述の見直しをする。

認知症施策推進計画を策定する

ことから、施策の見直し・整

理・充実をする。

第１０期計画でも現行の体系図を維持

※国の基本指針に新たな項目が追加された場
合には、適宜、基本施策に追加します。
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【資料】用語解説
あきる野市地域保健福祉福祉計画
 「あきる野市地域保健福祉計画」（以下「本計画」という。）は、本市における保健・福祉に関する総合的な指
針となるものであり、社会福祉法（昭和26年法律45号）第107条に基づく「市町村地域福祉計画」です。本計画は、
「あきる野市総合計画」を上位計画とするとともに、福祉分野の個別計画の上位計画として位置付けられます。ま
た、本市が策定するその他の関連する計画や、あきる野市社会福祉協議会が社会福祉法第109条の規定に基づき策
定する「地域福祉活動計画」とも連携し、地域福祉の推進を図るものです。
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【資料】用語解説
包括的な支援体制の整備（重層的支援体制整備事業の開始）
 悩みや困りごとの解決に向けた支援ができるように市内の地区ごとに保健師を配置しています。「どこに相談し
てよいかわからない」、「家庭の中で、複数の悩みや困りごとを抱えている」といった方々に保健師が寄り添い、
関係機関と連携しながら、悩みや困りごとの解決に向けて取り組んでいます。
 令和８年度からは、地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対応するために、包括的な支援体制を整備する
ことを目的として、新たに重層的支援体制整備事業を開始しています。
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